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   スポーツ振興くじ助成事業 

 

 

 

 

日時：［第 1日目］平成 26年 11月 7日（金） 12:30～17:00 

［第 2日目］平成 26年 11月 8日（土）  9:00～12:00 

 

会場：ピュアリティまきび 

 

内容： 

［1日目］ 

① 講演 「集客できないアイデアは１円の値打もない～少予算で最大の成果を生み出す方法」  

② パネルディスカッション 「ドイツの総合型地域スポーツクラブを訪ねて」 

 

［2日目］ 

① 各県情報交換会 「わがクラブの自慢企画・イベント」 

 

【討議内容】 

［1日目］ 

 

【基調講演について】 

 2年前より、異業種で活躍されている方を講師にお招きし集客方法、財源確保方法などについて、

研修しています。今回はホテルの経営者を講師にお招きし、様々なサービス手法を提供して頂きま

した。施設もないなかで、どのように集客をするかについても学ぶことができました。 

 

【ドイツの総合型 SCを訪ねてについて】 

 3 名の発表者がドイツのクラブを視察され、感じたことを発表して頂きました。国々で環境の違

う中日本は日本の文化や常識で、クラブ運営をする、楽しさやむずかしさを学ぶ機会になりました。 

 

［2日目］ 

各県情報交換会 「わがクラブの自慢企画・イベント」 

① パネル展示について 

各県から持ち寄られたクラブ自慢の企画（ちらし・ポスター等）が県ごとに張り出しました。 

 

② 巡回タイムについて 

様々な企画を見て回り、自分のクラブに参考になる企画〈気になる企画〉を探してみました。 

巡回タイムは自由に見て回れるので、いろいろな方と情報を交換しあいました。 

 

③ 各県説明タイムについて 
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10企画を各県から選ばせていただき、その選ばれた企画の中から印をつけている企画について

は、各県タイムでお話を伺いました。その際に、企画の構想のノウハウや運営のノウハウ・ポ

スター・チラシ作成のテクニック、PR戦略等々教えていただきたいことをどしどし質問できる

時間としました。10企画については資料としてあらかじめ冊子にして提供しました。 

 

④ 交代・移動・休憩について 

各県説明タイムは 20分を予定し、鳥取県・島根県・岡山県・広島県・山口県の順番で各県タイ

ムに移りました。各県の説明タイムの移動時間は 5分間とし、説明クラブはスムーズに交代して

いただきました。島根県と岡山県の交代の時間と広島県と山口県の交代の時間は休憩を 5分間入

れ、お茶コーナーで休憩・他県の方と交流を深められる場を設けました。 

 

⑤ 総評・閉会について 

山口県が終了したのち、総評が聞ける様に各パネルを壁際に寄せて、コーナーにおいてある椅子

を個人個人で中央に運び着席して、総評を聞き閉会の行事を行いました。 

 

【まとめ】 

 今年初めて、金曜・土曜の開催を試みました。平日ということで男性の参加者より女性の参加者

が多く、今までにない雰囲気でのネットワークアクションになりました。総評としては昨年に比べ

ポジティブにこの会を楽しまれている感じを受けました。実行委員としても来年はさらにポジティ

ブにこの会を展開していかなければならないと改めて感じました。 

 

中国ブロッククラブネットワークアクション 2014 

実行委員長 関口 昌和 
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